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根
強
い
大
統
領
〝
再
生
〞
の
声

　

朝
鮮
半
島
は
今
や
荒
れ
模
様
—
—
去
る

３
月
10
日
、
韓
国
の
憲
法
裁
判
所
が
朴 

槿
恵

（パ
ク
・
ク
ネ
）
大
統
領

（65
）
を

罷
免
、
同
性
愛
の
関
係
に
あ
っ
た
崔
順
実

（
チ
ェ
・
ス
ン
シ
ル
。
60
歳
）
被
告
の
運

営
会
社
に
約
43
億
円
を
渡
す
な
ど
、
13
の

職
権
乱
用
な
の
容
疑
で
本
格
的
な
取
り
調

べ
に
乗
り
出
し
た
。

　

憲
法
裁
判
所
は
、
３
月
21
日
朝
、
朴
容

疑
者
を
呼
び
出
し
、
ソ
ウ
ル
中
央
地
方
検

察
局
で
の
事
情
聴
取
を
開
始
、
同
容
疑
者

は
黒
の
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
い
、
待
ち
受

け
た
多
数
の
報
道
陣
に
対
し
、
軽
く
頭
を

下
げ
て

「真
実
は
必
ず
明
ら
か
に
な
る
と

信
じ
て
い
る
」
と
語
り
、
聴
取
に
応
じ
る

姿
勢
を
示
し
た
。

　

朴
容
疑
者
は
親
友
の
崔
被
告
が
支
配
す

る
財
閥
へ
の
出
資
を
財
界
に
要
求
し
て
、

計
７
７
４
億
ウ
ォ
ン

（
約
77
億
円
）
を
集

め
た
。
検
察
は
こ
の
行
為
が
強
要
や
職
権

乱
用
に
当
た
る
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
法
に
基
づ
き
捜
査
し
た

特
別
検
察
官
は
、
財
界
に
よ
る
一
連
の
資

金
拠
出
の
う
ち
、
サ
ム
ス
ン
・
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
約
４
３
４
０
億
ウ
ォ
ン
（約
43
億
円
）

に
つ
い
て
は
、
朴
容
疑
者
が
大
統
領
権
限

を
行
使
し
、
サ
ム
ス
ン
の
経
営
に
便
宜
を

図
っ
た
賄
賂
だ
と
判
断
し
た
。

　

朴
容
疑
者
に
対
す
る
事
情
聴
取
は
21
日

午
前
９
時
過
ぎ
か
ら
午
後
11
時
40
分
頃

ま
で
約
14
時
間
行
な
わ
れ
、
検
察
は
逮
捕

状
を
請
求
す
る
か
ど
う
か
検
討
に
入
っ
た
。

　

事
案
の
重
大
性
か
ら
逮
捕
は
不
可
避
と

見
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

朴
容
疑
者
は
今
回
の
聴
取
で
容
疑
を
全
面

的
に
否
認
し
て
い
る
。

　

主
な
容
疑
は
、
53
の
企
業
へ
の
資
金
拠

出
強
要
、
ロ
ッ
テ
に
対
す
る
追
加
拠
出
要

求
、
「
現
代
自
動
車
」
に
対
し
て
崔
被
告

の
知
人
採
用
や
広
告
発
注
で
企
業
側
に
圧

力
、
ま
た
崔
被
告
の
企
業
と
契
約
す
る
よ

う
に
公
営
企
業
を
圧
迫
、
崔
被
告
側
に

政
府
機
密
書
類
を
渡
す
よ
う
秘
書
官
に

指
示
。
サ
ム
ス
ン
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
約
４

３
３
０
億
ウ
ォ
ン
の
賄
賂
を
受
け
取
る
、
文

化
・
芸
術
支
援
事
業
で
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
作
成
を
指
示
し
た
と
い
う
容
疑
の
数
々

が
浮
上
し
て
い
る
。
（
注
・
聯
合
ニ
ュ
ー
ス

作
成
資
料
よ
り
）

　

こ
れ
ら
多
岐
に
渡
る
容
疑
に
つ
い
て
朴
容

疑
者
は

「
文
化
育
成
な
ど
の
目
的
」
「
中

小
企
業
支
援
の
意
図
で
、
私
的
利
益
を
得

て
い
な
い
」
「
実
力
を
発
揮
す
る
機
会
を

崔
氏
の
た
め
に
探
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
か

ら
」
「
文
化
・
体
育
育
成
の
観
点
か
ら
協

力
を
依
頼
し
た
」
—
—
な
ど
と
、
職
権

乱
用
・
強
要
な
ど
の
容
疑
を
全
面
的
に
否

認
し
て
い
る
。

　

韓
国
史
上
、
唯
一
の
女
性
大
統
領
だ
っ

た
朴
容
疑
者
だ
が
、
国
民
は
こ
れ
ま
で
の

男
性
大
統
領
の
う
ち
４
人
が
任
期

（
５
年

間
）
前
に
自
殺
、
暗
殺
、
病
死
、
逃
走

韓
国
初
の
女
性
大
統
領
遂
に
罷
免
・
逮
捕

「
政
治
的
空
白
」
を
揺
さ
ぶ
る
北
朝
鮮

3月31日未明遂に逮捕された朴前大統領
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な
ど
で
、
大
統
領
の
地
位
を
失
っ
て
い
る
と

い
う
悲
劇
が
続
い
た
。

　

一
部
の
現
地
報
道
で
は
女
性
大
統
領
へ
の

人
気
、
支
持
率
が
高
か
っ
た
だ
け
に
、
今

後
の
政
局
の
動
き
に
よ
っ
て
は
朴
容
疑
者

が
〝
再
生
〞
し
て
大
統
領
ポ
ス
ト
復
活
す

る
の
で
は
、
と
言
っ
た
期
待
は
あ
る
よ
う
だ
。

　

韓
国
大
統
領
選
挙
の
投
開
票
が
政
府
の

臨
時
閣
議
で
来
た
る
５
月
９
日
に
行
な
う

こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　

現
在
の
各
政
党
の
構
図
を
見
て
み
る
と
、

第
１
党
が

「共
に
民
主
党
」
で
、
最
近
の

世
論
調
査
に
よ
る
と
支
持
率
50
・
０
％
で

独
走
気
味
。

　

こ
れ
を
追
う
の
が
朴
容
疑
者
の
出
身
母

体

「
セ
ヌ
リ
党
」
だ
が
、
彼
女
の
逮
捕
で

分
裂
、今
や
「自
由
韓
国
党
」
（11
・６
％
）

と

「正
し
い
政
党
」
（４
・
８
％
）
が
追
い
、

そ
れ
ぞ
れ
有
力
候
補
を
求
め
て
い
る
。

　

他
に
は

「
国
民
の
党
」
（
12
％
）、
「
正

義
党
」
（
６
％
）
と
続
き
、
無
党
派
は

12
・
８
％
。

　

世
論
調
査
で
は
朴
容
疑
者
の
罷
免
を
約

80
％
強
が
評
価
し
て
い
る
が
、
も
し
処
罰

な
り
刑
を
終
え
れ
ば
、
そ
の
後
政
界
に
復

帰
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
し
、
こ
れ
ま
で

の
支
持
者
の
中
に
は
、
政
界
へ
の
返
り
咲

き
を
期
待
す
る
向
き
は
か
な
り
強
い
は
ず
、

と
見
る
。

　

韓
国
内
の
世
論
は
今
、
５
月
に
も
行
な

わ
れ
る
見
通
し
の
次
期
大
統
領
選
挙
へ
と

集
ま
っ
て
お
り
、
最
有
力
候
補
と
目
さ
れ

る
顔
ぶ
れ
の
中
に
は
、左
派
政
治
家
で
「共

に
民
主
党
」
の
文
在
寅
（ム
ン
・ジ
ェ
イ
ン
）

前
代
表

（
支
持
率
29
・
９
％
）、
２
位
は

同
党
の
安
煕
正

（
ア
ン
・
ヒ
ジ
ョ
ン
）
・
忠

清
南
道
知
事

（
17
％
）
ら
が
有
力
視
さ

れ
て
お
り
、
野
党

「国
民
の
党
」
な
ど
は

出
遅
れ
て
い
る
。

「
赤
信
号
で
列
車
止
め
る
べ
き
」

　

５
月
の
大
統
領
選
ま
で
韓
国
政
界
は
空

白
期
間
が
続
く
が
、
こ
の
間
、
隣
国
の
北

朝
鮮
の
動
き
は
緊
張
を
高
め
る
要
因
と
な

っ
て
お
り
、
中
国
の
王
毅
外
相
は
朝
鮮
半

島
情
勢
に
つ
い
て

「
北
朝
鮮
は
第
１
歩
と

し
て
ミ
サ
イ
ル
活
動
を
一
時
中
止
し
、
米

韓
も
大
規
模
軍
事
演
習
も
一
時
停
止
す

る
こ
と
で
危
機
を
脱
し
、
対
話
の
テ
ー
ブ

ル
に
つ
く
よ
う
提
案
す
る
」
と
述
べ
、
北

朝
鮮
と
米
韓
双
方
に
自
制
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

王
外
相
の
こ
の
提
案
の
中
で
、
半
島
情

勢
は

「加
速
を
続
け
な
が
ら
譲
ら
な
い
列

車
の
よ
う
だ
」
と
例
え
て

「双
方
は
衝
突

す
る
準
備
が
で
き
て
い
る
の
か
。
双
方
の

当
面
の
急
務
は
、
赤
信
号
を
点
灯
し
て
停

止
さ
せ
る
こ
と
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
言
に
賛
同
す
る
韓
国
民
は
圧
倒
的

に
多
い
。
隣
り
合
わ
せ
に
毎
日
を
生
き
る

北
朝
鮮
、
韓
国
両
国
民
も
、
神
経
の
休

ま
る
時
間
も
な
い
は
ず
だ
。

　

３
月
に
入
っ
て
北
朝
鮮
は
中
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
４
発
を
日
本
海
に
向
け
て
発
射
、

ま
た
核
ミ
サ
イ
ル
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て

い
る
。

　

４
発
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
う
ち
、
３
発
が

能
登
半
島
や
秋
田
県
沖
の
海
上
約
２
０
０

㎞
の
海
上
に
落
下
し
て
、
日
本
人
も
他
人

事
で
は
な
い
恐
怖
心
を
抱
か
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　

南
北
両
国
民
の
歩
み
寄
り
は
、
果
た
し

て
今
後
可
能
な
の
か
ど
う
か
。

　

３
月
27
日
に
な
っ
て
韓
国
の
検
察
特
別
捜

査
本
部
は
、
朴
前
大
統
領
の
逮
捕
状
を

裁
判
所
に
請
求
、
「権
力
乱
用
や
公
務
上

の
秘
密
の
漏
洩
な
ど
、
事
実
は
非
常
に
重

大
」
と
指
摘
、
今
後
、
証
拠
隠
滅
の
事

態
が
生
じ
る
可
能
性
が
強
く
憂
慮
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

　

朴
容
疑
者
は
現
在
、
24
時
間
体
制
で
警

察
な
ど
司
法
機
関
に
よ
る
警
護
を
受
け
て

い
る
た
め
、
逃
亡
の
恐
れ
は
な
い
。

　

し
か
し
、
朴
容
疑
者
自
身
が
容
疑
を
全

面
的
に
否
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
司
法

当
局
の
中
に
は
巨
額
の
資
産
を
バ
ッ
ク
に
、

国
外
に
逃
げ
道
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
す
る
向
き
も
強
い
よ
う
だ
。

　

朴
容
疑
者
の
罷
免
、
逮
捕
で
５
月
９
日

に
次
期
大
統
領
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
予

定
。
韓
国
世
論
調
査
機
関
リ
ア
ル
メ
ー
タ

ー
は
、
有
権
者
の
72
％
が
朴
容
疑
者
逮
捕

に
賛
成
と
答
え
た
、
と
し
て
い
る
。

（3
月
31
日
現
在
）

次期大統領として最有力の文在寅氏（本人HP）
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